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北限のムササピー青森県三戸郡におけるムササビ観察記録一

押　田　龍夫
Tat5uO Oshldu

はじめに

ムササビ属は広くアジアに分布しているが､お

そらく分布域の北限は日本の青森県であろうo U

本に生息するムササビpel`LurI'slu /i,u(･OgenySの生

態･行動に関する研究は､その多くが関東･関西

地域において実施されたものであり､北方のムサ

サビについての知見はきわめて乏しい(,そこで筆

者は､ 1985年5月から1986年11月までの期間､青

森県三戸郡名川町の名久井岳(標高615m)の中腹

に位置する法光寺の境内､およびその周囲を取り

巻くスギ林でムササどの調査を行った(図1)｡当

時筆者は北里大学獣医畜産学部の自然界部という

クラブに所属しており､この調査もクラブ活動の

一環として開始したものである｡なにぶん､試験

やレポートに追われながらの断片的な観察であっ

たため十分なデータを得るには至らなかったが､

図1　名久井岳の位置:名久井岳は青森県三戸
郡名川町の南部に位置し､この周囲一帯
は県立公園に指定されている｡

筆者が定点観察を続けた　一つの巣穴の利用状況､

フィールド内で見られた採食行動､およびムササ

ビ個体間の行動について簡単に紹介したい｡
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巣穴の利用

筆者は境内の社､.i-林から連続する写真1のスギ

林にて発見したスギの樹洞について､肉眼観察に

より､ムササビがこれを巣として利用する頻度に

関する調査を行った(表1)ド

まず単独佃休の利用に-)いてであるが､ 1985年

9F=二12月の中頃および1986年4--5jlに成獣個体

による利用が観察された(i 1985年の9月と12月中

頃とに見られた個体が同一-個体か別個体かは不明

であったが､身体のサイズから判断して､少なく

とも1986年に見られた個体はこれらとは別の個体

であった｡次に複数個体での利用であるが､ 1985

年5月に成獣1個体･亜成獣1個体の計2個体､また

同年10-11月には聴成獣2個体､さらに同年12月

莱-1986年1月には成獣2個体の同属行動が観察さ

れた｡個体識別が困難であったため､前述の単独

使用個体がこれらの中に含まれていたか否か､ま

た､ 1985年5上目二観察された同属例の成獣個体が､

同年12月末-1986年1JJに観察された同居成獣

2個体のどちらか一一一万と同　一であったか否かについ

ては残念ながら不明であ-'たし

川遺(1984)は巣から顔を出すまでに成長した

召共を4-･-5J3と9-10)=二見ることができると報

告しており､ 1985年5月に見られた同居はおそら

く川上　また同年10-11丁目二見られた例は親から

椎れたばかりの兄弟であると考えられる(､しかし

2

写真1　定点観察を行ったスギ林:矢印は巣穴の
あるスギの木を示す｡

ながら同年12月末-1986年1月にかけての冬期に

おける成獣個体同士の同居はその関係が不明で

あった(､アメリカモモンガ､エゾモモンガ等北半

球に分布する滑空性リス類では､冬期における成

獣個体同士の同居行動が知られているが(Muul,

1968; Wells, 1985; Stapp et a1., 1991;柳川,

1994)､ムササビでもこのような行動が存在する

のか否かについてさらに厳冬期の調査を行う必要

があるかもしれない｡

ところで､上記以外の期間､ムササビはこの樹

洞を利用していなかったのであるが､興味深いこ

とに1986年9-10月に2個体のニホンモモンガ成

表1　ムササビとこホンモモンガによる樹洞の利用状況
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記号は､ ○:ムササビ1個体による利用､ ◎:ムササビ2個体による利用､ ●:二ホンモモ

ンガ2個体による利用(二ホンモモンカでは単独個体の利用は見られなかった)､ × :利用

されなかった場合を各々意味し､また､ ( )内のMonthは観察を行わなかった期間である｡
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表2　食痕および直接観察によるムササどの食性の季節変化

樹種名　採食部位

Apr. Mdy Jun. Jul. Åug. Sep. Oct･ Nov･ DeC･ Jqn

芽果果実

葉葉葉堅堅果デ　　ラ工　ナ　ク　ツ　リ　キカ　ブ　サ　マ　ク　カ

獣による利用を確認することができた｡これまで

にムササビ･ニホンモモンガの同所的分布にかん

しては､ IIE遺　し1992)と　柳川ら(1996)による

報告があるが､法光寺の境内でも両種の生息が確

認されており､今回の樹洞の共通利用例からも明

らかなように､両種間に厳密な棲み分けは存在し

ないようであるo　しかしながら両種が互いに相手

を全く意識していないということは考え稚く､何

らかの認識･匝=壁行動､さらに競争等が存在する

ものと思われるが､筆者もフィールドにおける両

種の遭遇場面を目撃したことがなく､今後の興味

深い研究課題であろう｡

採　　食

フィールド内で食痕等を確認することができた

ムササどの探食対象樹種とその採食部位および採

食期間は表2に示したとおりである｡

個体間での行動

1986年1月15日､足元に10cmほど雪が積もって

いる厳冬期に発情行動と思われる光景を目にする

ことができた(観察期間を通して遭遇できた発情

行動はこれのみである)o l個体の雄が鳴きながら

雌を執掬に追いかけまわしており､これはJII遺

(1984)によって報告されている`発情騒動'の

一環であろう｡

川道(1984)は関西のムササビについて､発情

騒動は12月と1月に最も多く見られることを述べ

ているが､気温･気象条件の違いにかかわらず､

青森県のムササどの発情時期は関西のものと大差

ないのかもしれない｡〕しかしながら今回の観察例

はわずか1例のみであるため､青森県における発情

騒動のピ-クがいつ頃であるかについては今後さ

らに検討する必要があるだろう｡

終わりに

筆者が足を運んで調べたかぎりでは､社会構造の

把握にまで突っ込んでムサ叶ビ調査を行うことが叶

能なフィールドを古森県で見つけるのは困難である

(特定個体の追跡は法光寺境内でも難しい)〔,しかし

ながら､北限のムササどの厳冬期における生態は前

述のいくつかの問題点をも含めて非常に重要な研究

テーマであろう｡,機会があれば是非このテ一一マに再

度挑んでみたいと考えている次第である(

謝　　辞

最後に､境内をフィールドとして解放して卜きっ

た法光寺住職の楢山武徳氏､そして10年以上前に筆

者と共にムササどの調査を行った(今ではすっかり

ムササビから足を洗ってしまった)北里大学獣医畜

産学部自然界都の面々に深く感謝の意を表したい｢ノ
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このコーナーは主に野外で見られるリス

頬のフィールドサインを接うものですo

フィールドでの什軸お待ちしています｡

エゾモモンガの痕跡一葉はどんな形でどんなところにみられるのか?

山口裕司･柳川　久

糞や食痕などの痕跡を見つけることは､ムササどやモ

モンガがその場所にいるのかどうかを確かめる有効な手段

です｡特に､エソモモンガではいてもなかなか姿を見ること

が難しいので､糞を探すことが存在を確認する一番の方法とな

っています｡そこで､今匡引まエソモモンガの痕跡､特に糞からわ

かることと探すときのちょっとしたコツのようなものを紹介したい

と思います｡

(イラスト:住田真樹子)

■エゾモモンガの薫ってどんなもの?

4

エゾモモンガの兼 エゾリスの兼

写真1　エゾモモンガとエゾリスの糞

写真2　さまざまな色の薫

●どんな形

形は『米粒型』で､大きさはだいたい

良さが10mm､直径が2㌦3mmくらいで

す,,ちなみに同じところにいるエゾリス

の糞は形(俵状､いびつな球状など)千

大きさがさまざまです(写真1)｡

●色はさまざま

色は黄色､茶色､黒などがあり､色は

食べたものや糞の新旧によって変わりま

す(写真2)｡つまり､糞の色から食べ

たものをある程度推察することができる

というわけです｡ちなみに黄色っぽい糞

はシラカンパやハンノキなどの花序を､

茶色っぽい糞は樹皮を､黒っほい糞はマ

ツなどの葉っぱを食べたと考えられま

す｡花序を食べた糞が黄色っぽくなるの

はおそらく花粉のためだと思われます｡
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■糞はどんなところに?

●探すポイントは決まってる

エゾモモンガの糞は木の根元や枝の叉でよく見つかります(写真3-5)｡糞は木の根元付近

の樹皮にくっついていたり､地面に落ちていたりします｡巣箱がかかっているところでは巣箱の

屋根の上でも見られます(写真6)｡糞の数は数粒であったり､数十を越えるほど多量にされて

いたりとさまざまです｡

写真3　糞のされていた木の叉の部分　　　　　　写真4　積の叉上にされた多量の糞

写真5　木の根元にされた兼

●糞の近くに巣穴がある

糞がされている場所は巣

穴のある木自体またはその

近くの木が多く､そのよう

なところには多量の糞がさ

れていることが多いです｡

これは､エゾモモンガが巣

穴を出てすぐに排他をする

こと､比較的決まったとこ

ろで排他をすることと関係

しています｡ですので､巣

穴となる樹洞のある木やそ

の周辺で多量の糞を見つけ

たら､その樹洞にはエゾモ

写真6　巣箱上にされた糞

写真7　巣穴の下にされた兼

モンガがいる可能性が高い

ですo　糞が新しければなおさらですo　逆に多量の糞がされているところを見つけたら､その周辺

に樹洞がないか探してみてください′,エゾモモンガの使っている巣穴をみつけることができるか

もしれません｡
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●糞探しのコツ

糞探しは､･とにかく十二(胸高直径20cm以卜.の木)の根元や二叉

の部分等をこまめに見て歩くのが　一番です｡また､キツツキの古巣

などの樹洞を見つけたら､その周辺を念入りに探してみるのもいい

でしょう｡雪が積もれば､糞のされている木の根元などが尿で黄色

っぽくなっているので､なおさら発見しやすくなりますoですので､

糞探しはやはり雪が積も-'たあとをお勧めします(写真8) I　　　写真8　雪上に散乱した美

■食痕～カラマツ

今回は糞をメインにと考えていましたので､食痕についてはあまりふれませんでした｡雪が積

もると食痕も雪上に散乱しますので比較的見つかりやすいですが､雪のない状況下では見つける

のはかなり難しいでしょうし　また､雪のしでもこれがモモンガの食痕であると判断するのは結構

経験がいると思います()

写真9　カラマツ冬芽の食痕(全体)

ここでは､冬季に帯広でエゾモモンガがよく食べて

いるカラマツの冬芽の食痕を例として紹介しようと思

います　カラマツの食痕は､　一見､長さ約10cmくらい

の小枝か散乱しているように見えます(写真9)｡しか

し､風などで折れて散らばった小枝とは次の点で識別

することができますっ①工ゾモモンガは根を噛み切っ

ているため､断面が斜め切りにされている(写真10)｡

(芝'冬芽の部分が噛りとられている(写真11)o　この点に

注意しながら､カラマソの木(胸高直径20cmより大き

い木)の周辺に散らばっている小枝をチェックしてみ

てください｡きっと食痕を見つけられると思います｡

■おわりに

6

写真10　斜めに噛み切られたあと

写真11　確りとられた冬芽

ェゾモモンガの糞や食痕については､ (1)と(2)に写真入りで解説がされていますので､興

味のある方はこれらの本をご覧になることをお勧めします｡しかし､やはり実際にフィールドに

いって実物をみるのが一一一番だと思いますので､北海道に来られたときは､是非林に入って､エゾ

モモンガの糞･食痕探しをしてみて下さい! I

T参考丈献
(1)エコ･ネ′ト｢卜一ク　で糾). 1994. - 7/-itト､･りけFンケナカ什一一北海道　野′f･'_動物の痕跡を読む.北海道新聞社,

札幌, 219pp.

(2) I"購允llli. 1996. DrカトサキのJ)三川鑑定　野'十･動物痕跡J､i:r31/～.北漸馴''版融和センター,札幌, 303pp.

(3日l'j崎允11日. 2001.エゾモモンカpler'N"I.日,''/anSの痕臥　森林野′卜動物研究会,紘, (27) : 27-33.

(山口裕司:アレクコ一一ポレ-ション株式会社,柳川　久:帯広畜産大学野生動物管理学研究室)
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-_i=言分｡ Ijス盲
これは､ V.A. Kostenko (2000)の著書｢ロシア極東の音菌類

(Rodentia)｣の第一章｢各論｣のうちリス類の部分の紹介です｡

分布域

イギリスとアイルランドから西はギリシャや

ユーゴスラビアまで､乗はアナディール川流域､

朝鮮半島､ u本列島,またモンゴルや中国北部ま

でのユーラシアの森林帯と森林ステップ帯に分布

する()

この地域で､キタリスはプリモ-リエ南部の針

広混交林から高木林北限(コリマ川とアナディー

ル川の流域)まで生息する｡サハリン､ポリショ

イ･シャンタル島にも生息し､今世紀初頭にはカ

ムチャツカに入った(図1)｡

分類と亜種の分布域

分布域の極東地域では次の3亜種がいるo S. V.

jacutensis Ognev, 1929､コリマ川沿いから東はア

ナディール川沿い､コリヤーク高地､カムチャツ

カまで､南はオホーツク海沿岸までの北部地域､

S. 1′. ruPeStrLIs Thomas, 1907､オホーツク海のシャ

ンタル諸島沿岸､シャンタル諸島､サハリン､ア

ムール州､ハバロフスク地方(南はアムール川左

岸まで)､ S. V. manlchuricus Thomas, 1909､ア

ムール川右岸のプリモ-リエ南部まで｡

分布と生態分布

極東でこの種の好適な分布域は､食物条件や営

巣条件がよいシホテ･アリンのチョウセンゴヨ

ウー広葉樹林に一致する(1,000ha当たり400頭ま

で)｡密度が中程度の地域は､川沿いの落葉広葉樹

林で､おもにさまざまの高木､潅木､つる植物の

実がなり､またキノコがでる夏と早秋に観察され

る(1,000ha当たり300頭)｡その後9月までにさ

まざまのタイプのチョウセンゴヨウ林やナラ壮齢

林に集中する(チョウセンゴヨウの実やナラのド

ングリがある場合)｡このような環境では､よく食

物を食べつくすまでおり､その後大部分の個体

はモミートウヒ林に移動する｡これらの森林にお

ける生息数は､ 1,000ha当たり20頭に達する

(Kostenko et al. 1990)o　主要な食物(チョウセン

ゴヨウの球果､ナラのドングリ)が不作だと､食

物を求めてかなりの移動が観察され､雪が積もる

まで続く｡移動のとき､一時的に山腹のナラ幼齢

林､川沿いのカンパ林やヤマナラシ林といった広

い範囲のあらゆるタイプの森林で見られる｡この

種の分布北限は高木林限界に一一致し､垂直分布で

も高木林に限られている｡

ハイマツの実が豊作の年には､実の熟する時期

にU｣地のハイマツ分布上限まで行くが､これらの

場所で生息数はあまり多くなく､食物を完全に食

べ尽くすと低地の森林に下りるU　このように､非

常に条件の悪い二次林や高山のハイマツ帯には生

息しない｡

プリアムーリエでおもな生息環境は､チョウセ

ンゴヨウー広葉樹林やチョウセンゴヨウートウヒ林

である｡生息数はナラー広葉樹林や珪二葉樹河畔林で

は少なく､モミートウヒ林ではさらに少ないo　カラ

マツ林では非常に少なく(1,000ha当たり15頭以

下)､カラマツ林に生息するようになるのは､カラ

マツ林が優勢となるアムグン川から北だけである｡

しかし､この地域でも生息数は非′削こ少ないo　ゼ

ヤ自然保護区のカラマツ林でも普通に見られるが

多くはなく､年によってはトウヒ林で1,000ha当

たり15頭になるだけである｡
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図1ロシア極東と旧北区(上部挿入図)におけるキタリスの分布　1-発見場所､ 2-分布域

サハリンやポリショイ･シャンタル島ではどこ

にでも生息しており､とくに常緑針葉樹林や混交

林で見られ､カラマツ林では非常に少ないo

オホ一一ツク海沿岸ではおもにトウヒーモミ林に生

息するが､大陸内陸部(マヤ川沿い)ではうっ閉

Lたカラマツ林に生息する｡これらの場所におけ

zJt･.息数は､極東南部に比べて少ない｡

さらに北ではカラマツ林市全域(カラマツ林北

限まで)で比られるが､おもに針広混交河畔林に

いる　同じような分布状況は､分布域最北限まで

見られるが､そこで非常に重要なのはハイマツの

存在である｢)秋･冬､とくに移動時期にはいつも

ハイマソ林にいる｡

コリヤーク高地やカムチャツカには今世紀の初

頭には/i二息するようになったoパラポル谷にも分

ll,'し､コリヤーーク高地､アナディール川沿いのド

ロノキーヤナギ河畔林に生息し､カムチャツカ南部

まで人-,ていて､ダケカンバ林に生息し､ハイマ

ッの箆作の午にはここからかなり離れたハイマツ

林にも行くようになるが､とくに生息数が多いの

はカムチャツカ半島中央部の針葉樹林である｡

D･yakov (1986)によると1950年代､クロテン嚢

源の回筏後に､キクリスの生息数は､狩猟可能な

生息密度であった半島中央部の針葉樹林を除きカ

ムチャツカ全域で減少した｡その他の地域では､

まれに見られるだけである｡

食性

年間をとおして主要な食物はチョウセンゴヨウ､

ハイマツ､トウヒ､マツ､モミ､カラマツといっ

た針葉樹の種f-､またキノコや様々の柴果類であ

る｡分布域南部では､これらの食物のほか､重要

なのはナラのトングリ､ハシバミヤクルミの実で

ある｡リスはこれらの食物を深さ1.5mの樟雪の下

からでもさがし出すことができる｡)分布域南部で

樹洞に大量の種子を貯食することはほとんどない｡

さらに北の地域では冬に向けての種子やキノコの

貯食は普通のことであるo　キノコは針葉樹の枝先

端の二文部で乾燥している｡次いで重要な食物は､

ミヤマザクラやウワミズザクラの実､広葉樹､ま

れに針葉樹の芽や芽条､草本類の葉や花､また動

物質(おもに昆虫)である｡
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繁殖

発情の時期は､気象条件､冬の食物の存在､そ

の得やすさによって異なる○条件のよい年に分布

域南部では､発情は1月に始まるが､条件の悪い年

には2月､さらに3月のこともあり､北部では2月

末から4月初めまでであるo越冬雌は1年に卜2腹

を産み､産子数は北部では4-6頭(まれに12頭ま

で)､南部では2-7頭(まれに10頭まで)である｡

幼体は普通翌年に繁殖を始める｡プリモ-リエで

は年により秋のチョウセンゴヨウの実やナラのド

ングリが豊作だと､妊娠中や授乳中の雌が12月初

めにも見られるが､これは多くの早熟の雌が発情

して2回目繁殖が長引いたか､または3回日の繁殖

をしたためである｡

生活様式､隠れ場

日中､おもに朝と夕方に活動する｡ほかの時間

帯､また悪天候(強風､暑さ､雨､厳寒)のとき

には､樹洞､まれにおもに針葉樹樹冠部の中程に

枝､コケ､地衣類で造られた｢ガイナ｣といわれ

る球型巣にいる()冬には活動が午前中に限られるo

地ヒだけではなく､樹冠から樹冠へと枝上もよ

く移動する‖少しでも危険なときにはすぐに逃げ

られるよう､よく樹木近くの地上で採餌する｡

移動

季節移動は晩夏と秋に見られるだけで､おもに

幼体の分散によるものである○食物条件により年

によって生息数が変動したり､食物を求めての移

動をする｡長年の観察によると､生息数はチョウ

センゴヨウの豊作年の翌年には明らかに増加し､

不作の翌年には急減する(一年によっては沿海地方

全域やハバロフスク地方の-一部で不作となり､ま

たある年には斜面の上部で結実し､別の年には山

麓部や川沿いで結実するというように年により

チョウセンゴヨウが局所的に結実することがある｡

そのため､地域によって生息数が異なる｡しかし､

全体に高密度と低密度は､数百万haという広大な

地域で起こることである｡

この数十年で南部の広範囲にわたってチョウセ

ンゴヨウの伐採により､上述の規則性がくずれ､

全体に生息密度が低くなっている(Ku】ik｡V

1980)o生息数の減少は､分布域北部でも見られ

ている｡

(訳傭巻裕蔵:帯広畜産大学野生動物管禅学研究室)

酪農学園大学の野生動物生態研究会は､ 1977年
のノLr7,

の発足以来､道立自然公園野幌森林公園を主な

フィールドとして活動しています｡これまでの主

な活動としては20年以上継続して行われている鳥

類センサスと植生調査があります｡近年は移入種

として様々な問題を引き起こしているアライグマ

の食性および寄生虫などに関する調査も行ってい

ますo他にも､冬虫夏草や水生生物(水草･魚類

など)､コウモリ-･･-等々､部員各々がテーマを

持って調査に望んでいます○その成果は､年間活
∴

動報告蓄｢夢喰｣にまとめられます｡,また､パネ

ル展などの開催により､多くの人に調査結果の公

表や野幌森林公園の現状を紹介していますo Lか

し･エゾリスについては今まで目撃観察記録が

あったのみで､体系立てた調査は行われてきませ

んでしたが､今年度に入り晴乳類班有志が初めて

エゾリスの調査に乗り出しました｡

写真1 1999年5月､野幌森林公園･大沢池にて

(撮影:吉沼利晃)
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写真2　2001年8月､野幌森林公園に隣接する酪

農学園大学にて｡身近な動物であること
がうかがえる｡ (掘影:書沼利晃)

私達がフィールドとする野幌森林公園は､札幌

車の中心桃から東方10-15kmに位置し､江別市

域を中心に､札幌市､北広島市の3市にまたがる野

幌丘陵に広がっています｡その大きさは2,051ha

と大きく､都市近郊の平地林としては世界有数の

規模の広さを誇ります｡ウィーンの森･フォンテ

ンブロー森林に並ぶ世界でも代表的な都市近郊林

とも衣現され､石狩低地帯の生物相を残す貴重な

森林となっています｡

はく

年間活動報告雷｢夢喰｣第19号

対象は様々でもフィールドを共にする部員

各々の活動成果がまとめられている｡いわば

サークル(部員)の活動を映し出す鏡のよう

な存在でもある｡

10

写真3　2001年10月､調査のため設置されたエサ

台を訪れたエゾリス｡野幌森林公園･瑞
穂調査区にて(捕影:上山剛司)

この野幌森林公園で過去に行われたエゾリスの

調査としては､ 1996年にT.H.Lee氏らにより実施

された｢野幌森林公園の夏期におけるエゾリスの

生息分布調査｣と､ 2001年夏まで片岡友美氏(北

海道大学大学院農学研究科生物生態学体系学講座

動物生態学研究室)により実施されていた｢エゾ

リスの越冬戦略｣などがあります｡

私達はこの2つの調査結果を参考にして､ ｢野幌

森林公園のエゾリスにおける餌サイズと森林環境

による貯食様式｣と遺して調査を実施しています｡

本研究では､エゾリスの主要食物である､オニグ

ルミとカシグルミを用いて､貯食行動が森林環境

や餌サイズに関係するかどうかを､針葉樹優占地

域と落葉樹優占地域(針広混交林)などの異なる

森林環境の実験区を設定し､貯食物の餌サイズを

人為的に操作することによって実証することを目

的としています｡これまでに実験区の設定を終え､

2001年9月よりクルミの供試実験および双眼鏡を

用いた定点観察によるデータの収集(採餌･貯食

する個体の確認､行動パターンと時間の記録など)

を行っています｡

一般の人にとってエゾリスは観察されやすい野

生動物でありますが､彼等の本当の姿はあまり知

られてはいませんo　調査を通して私達も樹ヒ性の

動物にもかかわらず､貯食行動を行う際に地上移

動が多く､貯食した場所は何も印がなければとう

てい分からないように隠されていることに驚きま

した｡調査は始まったばかりですが､野幌森林公

園で最も身近な晒乳類であるエゾリスの生態を明

らかにし､その魅力をより多くの人へ伝えていき

たいと思います｡

(上山剛司･樺遷美奈子･的場洋平:

酪農学園大学野生動物生態研究会)
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◆日日リス　　編集部　　　4号-15

◆fT湾に/L臼､するリス科動物Rd J &2

押m龍夫&編集部　6号13,9

◆トピックス(新聞記■抑6号q7%17

◆ ｢リスとムササビ｣?.'Lu17次10号-ll

◆お知らせ1号-ll, 2阜12, 3号-12,4号

15, 5号14, 6号16, 7号-20, 8号1 1, 9

号19, 10号12
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掲　示　虜

Bultさtjry Board

l 新刊案内1

｢移入･外来･侵入種一
生物多様性を脅かすもの｣

【編者】川道美枝子･岩槻邦男･
空木暁子

【定価】本体2,800円十税

【体裁】四六判､本文336頁+口絵4頁

【発行】築地書館(TEL : 03-3542-

3731 FAX : 03-3541-5799)

釣業非を巻きこんだブラックハス関

越は推もが知るところですが､同じ

ことが帥物･ rLt'j'ト難い雌虫炊.良

類･叫ほし封はどあらゆる′i:.き物の世

相で起きています｡本讃二では第　一線

でilTT舶_Lするl勺外の研究kたちが､ Lil

!,'Y,WJなl附欄iみをはじめ貼新の研究

をもとに移入椎･外来種の何力叩相良

なのか今村が起きているのかを糾

介･解脱していますo

t 新刊案内2
ニッポン里山探横隊シリース･2

｢コウモリ観察ブック｣

【著者】熊谷さとし･三笠暁子･

大沢夕志･大沢啓子

【定価】本体2700円+税

【体裁】 B6変型判､ 240頁オールカラー

【発行】 (秩)人頬文化社

【発売】 (樵)桜桃書房(TEL:03-

3792-2411 FAX : 03-3793-7048)

本譜では日本に生息するコウモリ全

36種と外lElの特徴的なコウモリ28種

を紹介しながら､かれらのもつ超能

力や不思議な生態を写真･イラスト

とともに解説していきます｡オオコ

ウモ.)､小Jf,LJ_コウモリそれぞれの観

察法も充実｡コウモリとの共作のあ

りノJも提示しています｡

l ニホンリスの文献紹介
H本棚乱雑学会から発行されている

｢幡乳類科学｣の蔵新号に以下のタイ

トルの総説が掲載されました｡

矢竹一棟. 2001.ニホンリスの保全

ガイドラインつく　りにrLl1日ナて.

I.二ホンリスの保全事例.哨孔

規科学, 41 : 125-136.

川下｣典f一. 2001.ニホンリスの保全

ガイドラインつくりに向けて.

口.海外におけるリス類の保全.

哨乳類科学, 41 : 137-148.

/大竹　一棟.lH柑典｢. 2001.こホン

リスの保全ガイドラインつくり

に仙ナて. 班.ニホンリスの保全

に関わる生態.哨乳類科学,

41 : 149-157.

1お詫びとお願い

前号(｢リスとムササビ｣ No.9)の

｢ロシア榛東の軌対粗(1) -タイT)

クモモンガー｣におきまして､冒頭

の挿絵(ト記)が抜けて印刷されて

しまいました｡原稿をお寄せいただ

いた藤巻裕蔵先生に深くお詫び申し

上げるとともに､会員の皆様にもお

知らせし訂IEお詫びさせていただき

ます｡つきましては､今号の会報送

付時に｢タイリクモモンガシール｣

を同封致しましたのでお手数ですが､

前引二貼り付けていただきますよう

お願い申しL･_げますo

編集担当　無田真由美

■原稿､イラスト､表紙写真募集!

リス類に関する投稿原稿を募集し

ています｡き;二式.内容等は自由です｡

イラスト.表紙rLラ:真も募集中｡お気

軽に事務局までお寄せ~卜さい｡次号

の原稿等締切は2002年4月20日です｡

本号の表紙写真:力ラマツの冬芽を食べるエゾモモンガ棉影&文:柳川久 

撮影場所は矧IT:畜産大学構内､撮影l川手は1989年3月9H15時過ぎoこのLtは私にとつ 

て忘れられない､エゾモモンガの交尾を野外で観察した初めてのⅠ｣ですoこの個体は､ 

この73:兵を梶つてから約1時間後､16時23分.に交Fもしましたo 

交尾の場所は､大学生協横の車道に沿-'た_並木の幹で､卜校途中の学生や職出力判人も 

行き来していましたが､モモンガ通はいっこうに知二留めていないようで､人のHの冶iJ 

をビユンビユン飛び交っていましたo 

Ijスとムサケビ　N..10

SCIU/?lD INFO/?MA Tl0N Decombor,2〟1

●発　　行　　リス･ムササヒネットワーク

●編集委員　　　安藤元一　押田島邑夫　川道武男

川道美積子　柳川　久

●シンボルマーク　大高利之

●縮　　集　　　柴田暮由美　柴田祐輔

●発　　送　　　柴田Jt由美

J郵便振替口座番号0024CL5-2921 9

¶加入音名リス･ムササヒネットワーク

【編集後記】 ◆今号も11:一越ししてしまいましたo早めに原稿をお寄

せ下さった万お詫び申し1こげますo ◆おhlらせのコーナーで紹介した

ニホンリスの文献には｢リスとムササビ｣が何度も引用されていてと

ても嬉しくまた励みに思いましたo ◆当会は発足後5年が程ち､今IL_JJ

10号のLf.切りとして総目次掲赦しました｡ご覧卜さいませo情報誌の

発行と年1lDlの集会という地味な活動ですが､今後もご支援のほとお

願い申し卜げますo ◆次号は｢1)スと開発､道路とリス｣特集ですo

ロリス･ムササヒネットワーク事務局ロ

〒227-0066横浜市青葉区あかね台1-21-14-B瀬田真由美

TEL&FAX 045-989-1004　E-ma■l BXQO1747@nifty.ne.jp

@2001 Japan Network of Sclurid Researchers
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